
最新の絵画を問う記録＆批評集 
『絵画検討会̶記録と考察、はじめの発⾔』刊⾏ 

〜総勢 17 名の作家・批評家による最新の絵画論！〜 
 
 
アート専⾨出版社アートダイバー（本社：東京都中野区、代表：細川英⼀）は、
「現代絵画の可能性」を作家、批評家とともに問う書籍「絵画検討会 2016̶記
録と考察、はじめの発⾔」を 3 ⽉ 4 ⽇に刊⾏いたしました。ぜひ、貴媒体にて
ご紹介くださいますようお願い申しあげます。 
 
▼書籍の紹介サイト  http://artdiver.moo.jp/?p=1873 
 
■書籍の内容 
 
 2016 年夏、東京都豊島区の TURNER GALLERY にて、呼びかけ⼈の⾼⽥マ
ルによって企画されたグループ展「絵画検討会 2016」が開催されました。 
展覧会名にあるとおり、同展は「絵画」をテーマとし、5 ⼈の作家がそれぞれの
「絵画」へのアプローチを提⽰。会期中にはギャラリー内や出品作家のアトリ
エなどでトークイベントなどが⾏われ、多くの議論を呼びました。そこには、
絵画への根強いニーズ、そして近年再び注⽬を集めるモダニズムへの関⼼など
が背景にあるのでしょう。会期終了後も、美術誌へのレビュー掲載や SNS 上に
おける反響などを呼び、結果として、多くの作家、批評家を巻き込みながら展
開してきました。 
本書は、「絵画検討会 2016」の記録誌の位置づけから、作品図版を豊富に収録
（全作品リスト含む）。加えて、作家の発⾔を収録することにも⼒を⼊れていま
す。「絵画検討会 2016」では、展覧会のドキュメントを残すという意図から、
会期中のトークのみならず、企画段階でのミーティング記録のすべてが⽂字化
され、記録されてきました。本書では、そうした厖⼤な情報の中から、作家の
発⾔を編み直し、また作家による書き下ろしを加えることで、5 ⼈の作家がどの
ようなスタンスで「絵画」に取り組んでいるのかを伝えます。 
また、寄稿者による論考やトークや対話も読みどころのひとつです。テーマは、
「絵画検討会について」「展覧会評」「絵画論」と多様で、現在の絵画を考察す
る意味でも必読の論考が揃いました。 
現代における絵画の意味をいま⼀度、考え直し、深めていく「はじめての発⾔」
として、広く読んでもらいたい１冊です。 
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■献本／読者プレゼント／取材について 
・記事掲載に際し、資料としての献本、読者プレゼントもご⽤意が可能です。 
・著者インタビュー、担当編集者への取材も対応いたします。 
・書影、紙⾯イメージほか、画像のご⽤意ございます。 
下記よりご連絡ください。 
 

■本件に関するお問い合わせ先 

会社名   ： 合同会社アートダイバー 
担当者  ： 細川英⼀ 
住所   ： 〒164-0012 東京都中野区本町 1-2-3 
TEL/FAX  ： 03-5352-1023 
E-mail   ： info@artdiver.moo.jp 
URL     ： http:// artdiver.moo.jp 
 


